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図１．2011 年東北地方太平洋沖地震時のすべり量分布 

 

 
図２．2011年東北地方太平洋沖地震の余震活動の経過と検証 
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図３．東海地震（M8.4）を想定したクーロン応力変化 

 

 
図４．東海地震（M8.4）を想定した時空間 ETAS 結果 

  

断層面 

計算メッシュ：0.1°×0.1° 

メッシュ毎の今後 1 日間の地震発生数の期待値 
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３．南海トラフで発生する地震の多様性について 

歴史記録によると、南海トラフで発生した大地震は、白鳳（天武）地震（684 

年）まで遡って確認されている。図２に、白鳳（天武）地震が発生した 684 年

から現在までの約 1,400 年間に、南海トラフで発生した大地震の震源域の時空

間分布図を示す。南海地域（評価対象領域のうち、潮岬の西側の領域）と東海

地域（評価対象領域のうち、潮岬の東側の領域）で、若干の時間差（数年以内）

をおいて地震が発生することがある。この場合は同じ地震サイクルの中で発生

したと見なし、今回の評価では、南海トラフにおいて少なくとも９回の大地震

サイクルがあった可能性が高いと判断した。発生した年が古い大地震について

は、史料の不足により見落としている可能性があるが、正平（康安）地震（1361 

年）以降は、見落としはないと考えられる。また、震源域の広がりについては、

史料の記述の不確実性などから、かなり不確かさがあるため、図２の時空間分

布図には、それぞれの地震の震源域について、確実度に応じて表記を変えてい

る。 

 
図２ 南海トラフで過去に起きた大地震の震源域の時空間分布 

図５．南海トラフの地震活動の長期評価（第二版） 
（地震調査委員会、平成 25年 5月公表） 
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1900年以降から 2016年 6月までに全世界で発生した M8.0以上の大規模地震（92事例）の後、 

隣接領域 ※で M8.0±1の地震が続発した事例 31事例（3年以内） 

出典：ISCGEMカタログ（1900～2009年）、USGSによる震源（2010年～2016年 6月） 

※隣接領域：最初の地震の震源から 50～500km以内の領域 

図６．隣接領域で大規模地震が続発する事例に関する統計データ 
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※隣接領域：最初の地震の震源から 50～500km以内の領域 

図７．隣接領域で大規模地震が発生する事例と確率利得 
  

最初の地震発生から 3年後（1095日目）まで 
P=0.827 

最初の地震発生から 30日目まで P=0.827 

1日目：約 300倍、2日目：約 170倍、 

3日目：約 120倍、4日以降 8日目まで：50倍以上 

9日以降 16日目まで：30倍以上、17日以降 26日目まで：20倍以上 

27日以降 62日目まで：10倍以上 

※数少ないデータから導いた結果であり、誤差を含むことに留意 
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図８．三重県南東沖で M7.0 を想定したクーロン応力変化 

 

 
図９．三重県南東沖の地震（M6.5）を想定した時空間 ETAS 結果 
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1900年以降から 2016年 6月までに全世界で発生した M7.0以上の地震（1,319事例）の発生後、 

同じ領域 ※でさらに規模の大きな地震が発生した地震の統計（52事例） 

出典：ISCGEMカタログ（1900～2009年）、USGSによる震源（2010年～2016年 6月） 

※同じ領域：最初の地震の震源から 50km以内の領域 

図１０．比較的規模の大きな地震後、同じ領域でさらに規模の大きな地震発生

事例に関する統計データ  
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※同じ領域：最初の地震の震源から 50km以内の領域 

図１１．比較的規模の大きな地震後、同じ領域でさらに規模の大きな地震発生

事例と確率利得  

最初の地震発生から 30 日目まで P=0.862 

1日目：約 460倍、2日目：約 250倍 

3日目：約 180倍、4日以降５日目まで：100倍以上 

6日以降 12日目まで：50倍以上、13日以降 33日目まで：20倍以上 

34日以降 75日目まで：10倍以上 

※数少ないデータから導いた結果であり、誤差を含むことに留意 

 

最初の地震発生から 3 年後（1095 日目）まで P=0.862 
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※これらの現象には、大地震の発生と関連した現象であったのかが不明確である場合や、

発現メカニズムが不明のものが多く含まれていることに留意 
表１．2011 年東北地方太平洋沖地震等で先行して観測された現象 

 

 
表２．2011 年東北地方太平洋沖地震の先行現象の発生数と地震発生までの日数 
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図１２．シミュレーションを用いた地震発生過程の評価① 

 

 
図１３．シミュレーションを用いた地震発生過程の評価② 
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